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観光まちづくり課・☎⑳２１６５
　１１月２日㈭、あしかがフラワーパークプラザ（市民プラザ）において、栃木県誕生１５０年記念事業『夜景
サミット2023 in足利』を開催しました。当日は『夜景』『観光』『環境』をテーマにしたシンポジウムや『日本
夜景遺産』などの認定、夜景観光の成功事例やインターナショナルイルミネーションアワードの発表が行
われ、本市からは次のものが認定・表彰されました。

夜景サミット2023 in足利

『日本夜景遺産』 認定

足利学校 ライトアップ

史跡足利学校や足利灯り物語が新たに認定

日本の夜景を後世に残す取り組み

『栃木七
し ち と う

灯』 認定
県内の灯り文化発展のための新ブランド

『関東三大夜
よ あ か り

灯』 認定
関東の夜景を盛り上げるための新ブランド

足利灯り物語

『インターナショナルイルミネーションアワード』

全国６千人以上の夜景観光士などによる投票で選出

あしかがフラワーパーク『光の花の庭』

イルミネーションイベント部門優秀ストーリー賞 第１位
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市民課・☎⑳２２７９

　申請後、交付通知書（はがき）が届いた方は、下記の持ち物を確認の上、同課または
行政サービスセンターでお受け取りください。※同センターでの受け取り、代理受け
取りの可否や持ち物などについては、事前に同課へご連絡ください。

● 交付通知書（はがき）
● 本人確認書類の原本…顔写真あり身分証明書１点（運転免許証、パスポートなど）または
● 顔写真なし身分証明書２点（①健康保険証＋②年金手帳、氏名・生年月日記載の診察券など）
★ お持ちの方…通知カード、住民基本台帳カード、印鑑登録証

持ち物

　日本全国の夜景観光に取り組む自
治体や民間事業者が一堂に会し、夜
景を観光資源として活用し
地域活性化実現を目指して
いくもの

夜景サミットとは
【主催：一般社団法人夜景観光

コンベンションビューロー】

足利灯り物語の様子はこちら

@ashikaga_city
市広報インスタグラム
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申し込み方法が

のものはこちらから！

●ホーム
　ページ

●アプリ
『マチイロ』

●X（旧Twitter）

●ＬＩＮＥ 広報紙がスマホで
読めるアプリです

市
の
情
報

発
信
中！

①二次元コードを
スマホで読み取る

●利用方法

②『申請できる手続き一覧』から
対象の手続き名を検索

『オンライン申請システム』

あ
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た
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の
追
善
法
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満
福

寺（
野
木
町
）に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
昨
年
初
め
て
出
席
し
ま
し
た

が
、
足
利
氏
の
名
の
も
と
に
全
国
各

地
か
ら
関
係
者
に
参
集
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
足
利
氏
の
子
孫
の
方
も
ご

出
席
く
だ
さ
る
こ
と
に
、
と
て
も
感

激
し
ま
し
た
。『
足
利
』の
歴
史
の
深

さ
、
偉
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
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利
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京
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に
室
町
幕
府
を

開
き
、
約
２
３
０
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及
ぶ
室
町
時

代
を
築
き
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し
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の
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代
に
は
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今
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の
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伝
統
文
化
を
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す
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や
茶
華
道
が
確
立
し
ま
し
た
。

室
町
文
化
と
し
て
、
足
利
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が
現
代

ま
で
続
く
日
本
の
文
化
の
多
く
を
創

り
上
げ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
調
査

が
進
み
、
足
利
幕
府
に
お
け
る
貢
献

や
足
利
氏
に
対
す
る
評
価
と
い
う
も

の
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
足
利

尊
氏
を
取
り
上
げ
た
書
籍
が
直
木
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
で
も
、
こ
の
時
代

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

足
利
氏
の
偉
大
な
業
績
を
称た
た

え
る

と
と
も
に
、
足
利
氏
に
対
す
る
正
し

い
認
識
、
正
当
な
評
価
を
促
す
た
め
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全
国
足
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ゆ
か
り
の
会
』は
、

足
利
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
、
団

体
な
ど
が
共
に
手
を
携
え
、
足
利
氏

の
偉
業
・
遺
徳
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
足
利
氏
を
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
昭
和
61
年
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

現
在
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は
関
東
か
ら
西
は
四
国
、
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に
及
ぶ
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国
９
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治
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、
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の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
７
の
観

光
協
会
、
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の
社
寺
、
そ
の
他
３
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
は
東
日
本
と
西
日
本
で
１
年

交
代
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
京
都
府
亀
岡
市
で
開
催
さ

れ
、足
利
尊
氏
が
旗
揚
げ
を
し
た『
篠

村
八
幡
宮
』に
て
奉
告
祭
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
第
38
回
目
と
し

て
、
茨
城
県
古
河
市
と
栃
木
県
野
木

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
古
河
公
方
で

早
川  

尚
秀

※本紙掲載のイベントなどに参加の際は、各施設、主催者などが示す
感染症対策にご協力をお願いします。

の
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
共
有

し
、
皆
で
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
、
こ
の『
全
国
足
利
氏
ゆ

か
り
の
会
』が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

足
利
氏
の
原
点
で
あ
り
故
郷
が
私

た
ち
の
足
利
市
で
す
。
ま
ず
は
私
た

ち
が
率
先
し
て
活
動
し
、
こ
の
会
を

牽
引
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会

足利氏ゆかりの会
◀詳細はこちら

▶
満
福
寺（
野
木
町
）で
の
足
利
氏
の
追
善

法
要
と
集
合
写
真

▲古河市での総会の様子


